
令和６年度 地方創生関係交付金の効果検証等について

指標 R4 R5 R6 R7 R8
目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

－ 26,650 27,650 28,650 29,650
実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

－ 57,340 58,104 － －
目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

－ 250,000 270,000 280,000 290,000
実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

－ 259,068 234,323 － －
目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

－ 39,452 46,952 54,452 61,952
実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

44,885 204,601 141,495 － －

指標 R6 R7 R8
目標値 目標値 目標値

12,000 36,000 48,000
実績値 実績値 実績値

14,000 － －
目標値 目標値 目標値

10 20 30
実績値 実績値 実績値

6 － －
目標値 目標値 目標値

16,300 28,000 30,000
実績値 実績値 実績値

19,044 － －
目標値 目標値 目標値

20 80 100
実績値 実績値 実績値

10 － －
目標値 目標値 目標値

70 80 85
実績値 実績値 実績値
未計測 － －
目標値 目標値 目標値

50 150 250
実績値 実績値 実績値

80 － －
目標値 目標値 目標値

5 10 20
実績値 実績値 実績値

7.0 － －

重要業績評価指標（KPI）

重要業績評価指標（KPI）

№ 事業の名称 事業内容 効果検証等

おもちゃ美術館
入館者数
（人）

朝ドラで町の知名度が上がり、観光客の受入体制整備や道の駅・おもちゃ美術館
開業で地域の魅力が高まったため、目標値を大きく上回ることができた。

道の駅来客者数
（人）

来客数はレジ通過のみで測定され、店外マルシェ客が含まれないため実際より少
なく見積もられている。今後もイベント開催や商品開発で集客力を高める。

上町地区及び地質館への
入込客数
（人）

朝ドラ放送による町の知名度向上に加え、道の駅・おもちゃ美術館開業が相乗効
果を生み、観光客の受入体制の整備や幅広い世代が楽しめる環境が整い、観光客
の増加に繋がっている。

№ 事業の名称 事業内容 効果検証等

ポータルサイト
訪問者数
（人）

図書館システムやデジタルアーカイブの操作方法や活用事例を紹介する町民向け
ワークショップの実施等により、高齢者やICT未経験層へのデジタルデバイド解
消にも寄与した。

集落活動センタープログ
ラム実施数

（回）

直接的な地域資料等を収集するワークショップやイベントの開催には至らなかっ
たものの、月に1度、図書館職員等が出向き、図書館資料の貸出サービスを行う
とともに、新図書館の構想やポータルサイトの活用方法の案内を実施した。

さくと来館者数および新
規利用者数

（人）

開館を記念した案内ツアー、図書館の使い方講座、各種企画展示、子ども向けの読み聞かせイベン
トなどの実施による家族連れや地域の高齢者などの来館促しや広報紙、地域回覧、LINE公式アカウ
ント等の活用での新規利用者層への認知拡大など、単なる「施設の開館」にとどまらず、「地域と
ともに使いながら育てる場」としての定着を図れた。

町民による情報発信・地
域資料のデジタル化件数

（件）

基盤整備を進める中で、青山文庫の資料を中心にデジタルアーカイブ化を主に行
政主体で実施。今後は地域住民と協働した形で、各家庭に眠る古写真や記録資料
の収集・スキャンを行うなど、町民による情報発信・資料提供の機会を段階的に
広げていく計画である。

ポータルサイト満足度
（％）

利用者アンケート等を通じた満足度の定量的把握は、本年度中には未実施。2025
年度にはポータルサイト利用者を対象とした情報活用度合いを計測する体制づく
りを進める予定。なお、イベント参加者などからは、閲覧性や検索機能について
ポジティブな声も寄せられている。

情報の生産に関わる
町民の人数

（人）

読み聞かせボランティア養成講習や古写真を集めてアーカイブするイベント、「新図書館
でどのような活動をしたいか」をテーマにしたワークショップ等を実施。住民自身が新た
な活動の可能性を構想し、共有し合うプロセスを通して、住民共創型の活動に対する意識
の高まりが見られた。

新文化拠点（仮）ガイド
登録者数
（人）

制度としての「ガイド登録」はまだ正式には整備されていないが、図書館のボランティア
団体『さくとを育てる会』が発足し、中心的に活動している6～7名のコアメンバーは、館
内イベントや読み聞かせ、歴史紹介プログラムなどにおいて講師やファシリテーター的役
割を担っている。

1

地域再生計画
おもちゃ美術館を

核とした地域活性化計画

地方創生拠点整備交付金
おもちゃ美術館整備事業

（R4年度～）

多世代間交流、木育、ふ
るさと教育の推進を目的
とし、天候に関係なく、
子ども達の遊びと学びの
場となる「植物」「牧野
富太郎博士」をテーマに
したおもちゃ美術館の整
備。

2

デジタル田園都市国家構想交付
金（デジタル実装タイプ）

佐川町情報DXによる「学び
合い」のまちづくり事業

（R6年度～）

社会教育分野における
GIGAスクールとの連携
および近隣地域住民の学
びのニーズに対応するた
め、町内外の情報・資料
を一元的に検索・活用で
きるポータルサイトの作
成、図書館システム・デ
ジタルアーカイブシステ
ム導入および、文化施設
や集落活動センターが連
携した情報の収集・生
産・活用のデジタル環境
整備を行うもの。



令和６年度 地方創生関係交付金の効果検証等について

指標 R6 R7 R8
目標値 目標値 目標値

100 200 300
実績値 実績値 実績値

274 － －
目標値 目標値 目標値

10 20 30
実績値 実績値 実績値

11.5 － －
目標値 目標値 目標値

85 90 95
実績値 実績値 実績値

35.4 － －
目標値 目標値 目標値

75 80 85
実績値 実績値 実績値

81.79 － －
目標値 目標値 目標値

15 13 11
実績値 実績値 実績値

10.0 － －
目標値 目標値 目標値

3 3.5 4
実績値 実績値 実績値

4.26 － －

指標 R6 R7 R8
目標値 目標値 目標値

4 16 16
実績値 実績値 実績値

5 － －
目標値 目標値 目標値

200 800 1,000
実績値 実績値 実績値

763 － －
目標値 目標値 目標値

90 140 160
実績値 実績値 実績値

74 － －
目標値 目標値 目標値

65 70 75
実績値 実績値 実績値

79.4 － －

重要業績評価指標（KPI）

重要業績評価指標（KPI）

№ 事業の名称 事業内容 効果検証等

証明書コンビニ交付数
（通数）

コンビニ交付運用開始時に町広報・HP・公式LINEでの広報を実施。また、住民
課窓口でPOPを掲示し、来庁者へ周知。戸籍及び戸籍附票以外の証明書の交付手
数料については、窓口よりコンビニ交付を安価に設定し、コンビニ交付への誘導
を図っている。

コンビニ交付利用と
窓口交付の割合

(％)

コンビニ交付運用開始時に町広報・HP・公式LINEでの広報を実施。また、住民
課窓口でPOPを掲示し、来庁者へ周知。戸籍及び戸籍附票以外の証明書の交付手
数料については、窓口よりコンビニ交付を安価に設定し、コンビニ交付への誘導
を図っている。

異動受付支援システムを
利用した転入転出等手続

き
(%)

受け付け対応した担当職員の異動受付支援システムに対する知識・習熟度不足と
マイナポータルからの引越しワンストップサービスを利用して転出手続きを行っ
た場合、システムを使用しないことが未達成の大きな要因｡窓口レイアウトの整
理も行い、より活用できるよう取り組む。

マイナンバーカードの普
及率
(％)

コンビニ交付を導入したことや、マイナ保険証の運用開始に伴う紙の健康保険証
の新規発行停止等の要因により、マイナンバーカードの交付率は上昇している。
また月１回程度、予約制で休日交付窓口を開設していたが、希望があれば交付申
請についても対応することとした。

転入届の操作に要する平
均時間

(分)

窓口レイアウト上スキャナを使用できる端末が１台のみであることから、対応件
数が限られているが、目標値をクリアできている。今後、窓口職員のシステム習
熟度の向上を図るとともに、さらなる対応時間の短縮を図っていく。

窓口利用の住民満足度
(ポイント)

実際に書く手間・量が減少したことによる充足感がKPI達成の主な要因であると
考える。今後は窓口担当職員の異動受付支援システムに対する習熟度を向上させ
ることで、引き続きKPI目標値を達成できるよう取り組んでいく。

№ 事業の名称 事業内容 効果検証等

議会情報の配信数（回）
「議会配信のデジタル化」による議場システム導入後の2024年3月議会定例会の
開催日5日間すべてが映像配信され、広く情報発信できた。

オンライン配信の
アクセス数

(回)

議会ライブ映像配信閲覧数が想定以上あった。3月議会中継が開始することは、
町HPやLINEでの周知、町広報誌への掲載、QRコードを掲載したチラシを配布、
議員自身の周知等、高齢者から若者など幅広い世代に発信することができた。

議会懇談会の 
参加人数

(人)

コロナ禍後、R5年度から再開したが、参加者は再開後も少ない状況。町民に広く
案内するため、町広報や町LINE、町HPなどを活用した案内を継続するととも
に、各自治会長への案内や地域の意見集約の依頼等により参加者増加につながる
よう取り組んでいく。

オンライン配信
利用者 の満足度

(％)

議会懇談会の来場者に聞き取った結果を集計すると「良かった」「まあまあ良
い」と答えられた割合は79.41パーセント。今後、配信サイトにアンケートフ
オームを掲載することを検討するなど、ご意見を聞く機会を増やす方法について
検討していく。

3

デジタル田園都市国家構想交付
金（デジタル実装タイプ）

窓口業務デジタル化事業

（R6年度～）

各種証明書をコンビニで
取得できるサービスや書
かない窓口システムを導
入する事で、窓口のデジ
タル化を図り、住民サー
ビスの向上や職員業務の
効率化を図る。

4

デジタル田園都市国家構想交付
金（デジタル実装タイプ）

佐川町議会デジタル配信事業

（R6年度～）

本会議のオンライン配信
や議会資料のデジタル化
を行い、議場に足を運ぶ
ことが難しい住民にとっ
ても自分たちが生活して
いる地区で正確かつ迅速
に議会情報を得やすくな
ることにより、町議会や
町政に対する住民の理解
や関心の向上を図る。


